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Ａ科:動物科学科　Ｂ科:植物科学科　Ｃ科:食品科学科　Ｄ科:人間科学科　Ｅ科:環境科学科

教　科 農業 科　目 農業機械

学習
方法

・農業機械の操作、点検と整備に関する実習を通して、農業機械の動作原理や構造と機能について理解を深めます。
・乗用トラクタおよび各種作業機の作業上の特性と安全性について理解を深めます。

教科書 農業709「農業機械」実教出版 副教材

３学年B科(選択）

　農業機械の取扱いと維持管理に必要な知識と技術を習得させ，機械の構造と作業上の特性を理解させるとともに，農業機械の効率的な利用を図
る能力と態度を育てます。

学習
目標

2 学年・学科

評価の観点
学期 単元の評価規準

単　元　名
（ 題 材 ）

評価方法
学 習 内 容
（小単元）

前
期
中
間

令和６年度 年間指導計画

評 価 の 観 点

　農業機械の基本的特性を理解し、基礎的な知識を身につ
け、農業の効率化の重要性を理解している。
　乗用トラクタの基本運転及び走行ができる。

　農業機械の利用及び農業の生産性の向上と農業機械化と
の相互関係について思考を深め、科学的に捉えて合理的、
かつ組織としてコミュニケーションをはかりながら解決し創造
する能力を身につけている。

　農業機械の安全な取扱いについて関心を持ち、興味を持っ
て、主体的に取り組ませるとともに、意欲的に解決しようとす
る実践的な態度を身につけている。

思考・判断・表現

知識・技能
（専門教科は知識・技術）

ａ

ｂ

ｃ
主体的に学習に取り組
む態度

評価の観点の趣旨

後
期
中
間

前
期
末

前
期
中
間

50%

30%

第1章　農業機械の役割
　１．農業機械の意義
　２．農業機械の利用とその
現状

第2章　原動機
　１．電動機
　２．内燃機関

・農業機械化の意義、農業機械の
特徴、機械化と農業経営の関係、
農業機械の利用とその現状につい
て学習し、理解を深めます。

・原動機について、電動機と内燃機
関の種類や作動原理、構造や性能
等について学習し、理解を深めま
す。

(a)各種作業機の農作業における役割について
正しく理解している。

（ｂ）各種作業機の構造を理解し、適切な操作を
行う技能を習得するために思考を深め、適切に
表現できる。

（ｃ）各種作業機の仕組みについて興味・関心を
持ち、構造や使用法の違いについて考えられる。

(a)原動機について正しく理解している。

（ｂ）原動機の構造を理解し適切に表現できる。

（ｃ）原動機について興味関心がある

(a)乗用トラクタを正確に運転できる。

（ｂ）トラクタの構造を理解し適切に表現できる。

（ｃ）トラクタについて興味関心がある。

(a)農業機械の意義と現状について理解している。

（ｂ）農業機械の意義と現状について表現できる。

（ｃ）農業機械について興味関心がある。

（ｃ）原動機について興味関心がある

（ｃ）農業機械の整備と保守のやそれに関する法
規に、興味・関心を持ち、構造や使用法の違いに
ついて考えられる。

(a)農業機械の自動化の方法を身につけ、高度化
における展望理解できる。

（ｂ）農業機械の自動化について理解し、高度化
について適切に表現できる。

（ｃ）農業機械の自動化や高度化に興味関心を持
ち、最近の農業機械の利用について探求しようと
している。

(ｂ)農業機械の整備と保守の方法やそれらに関
する法規を理解し、農業機械による事故や健康
被害について考えることができる。

第2章　原動機
　２．内燃機関

第３章　トラクタ
　１．乗用トラクタ
　２．歩行用トラクタ

第４章　作業機
　１．耕うん・整地用作業機
　２．育成・管理用作業機
　３．稲作用収穫・調整用機
械
　４．畑作用収穫・調整用機
械
　５．飼料作用収穫・調整用
機械
　６．運搬用作業機
　７．環境調整用機械第５章　農業機械と安全
　１．農業機械の整備と保守
　２．農作業による事故と健
康被害

 
第７章　農業機械による自動
化
　１．農業機械の高度化

・原動機について、電動機と内燃機
関の種類や作動原理、構造や性能
等について学習し、理解を深めま
す。

・乗用トラクタと歩行用トラクタにつ
いて、種類や基本運転や操作、構
造や機能について学習し、理解を
深めます。

・各作業機について、その作業体
系と種類について学習し、理解を
深めます。

・予防整備と故障修理の違いと必
要性について理解を深めます。
 
・農作業による事故の内容と関係
する健康被害について理解を深め
ます。

・農作業工程の自動化の概要およ
び仕組みについて学習します。

(a)農業機械の整備と保守の役割について理解し
ている。


